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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
十
九
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

小
川
芋
銭
と
大
飛
行
船
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯

爵
号

　

明
治
36
年（
１
９
０
３
年
）に
ア
メ
リ
カ
の

ラ
イ
ト
兄
弟
が
人
類
初
の
飛
行
機
に
よ
る
動

力
飛
行
に
成
功
し
て
い
る
が
、
日
本
に
は
こ

れ
よ
り
12
年
も
前
に
自
力
で
製
作
し
た
飛
行

機
で
飛
ん
だ
二

に
の
み
や
ち
ゅ
う
は
ち

宮
忠
八
と
い
う
男
が
い
た
。

二
宮
は
幕
末
慶
応
２
年（
１
８
６
６
年
）に
伊い

予よ
の
く
に国

、
現
在
の
愛
媛
県
の
夏
・
温
洲
ミ
カ
ン

産
地
八や

わ

た

は

ま

し

幡
浜
市
の
矢
野
町
に
生
ま
れ
、
明
治

24
年（
１
８
９
１
年
）の
４
月
29
日
に「
カ
ラ
ス

型
飛
行
機
」に
乗
っ
て
地
上
を
３
ｍ
余
り
滑か

っ

走そ
う

し
て
10
ｍ
余
り
の
飛
行
に
成
功
し
た
。

　

日
本
の
航
空
軍
事
活
動
は
明
治
37
・
38
年

の
日
露
戦
争
中
に
気
球（
飛
行
船
）に
よ
る
偵

察
が
始
ま
り
、
同
42
年
に
陸
海
両
軍
合
同
で

兵
器
と
し
て
の
飛
行
機
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
も
う
一
方
で
、
同
43
年（
１
９
１
０
年
）

に
陸
軍
が
、
大
正
元
年（
１
９
１
２
年
）に
海

軍
が
そ
れ
ぞ
れ
欧
米
か
ら
輸
入
し
た
飛
行
機

で
初
飛
行
を
行
い
、
同
３
年
勃ぼ

っ
ぱ
つ発

し
た
第
一

次
世
界
大
戦
に
中
国
山
東
半
島
の
青ち

ん
た
お島

の
ド

イ
ツ
軍
守
備
隊
攻
略
戦
に
陸
海
軍
用
機
10
機

（
１
機
は
飛
行
船
）が
初
め
て
実
戦
参
加
し
た
。

　

そ
の
後
、
海
軍
は
大
正
５
年（
１
９
１
６

年
）
に
神
奈
川
県
横
須
賀
市
追お

っ
ぱ
ま浜

に
わ
が
国

最
初
の
水
上
・
陸
上
両
飛
行
機
練
習
基
地
を

開
設
し
て
航
空
隊
と
称
し
た
。
４
年
後
同
隊

は
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
村
に
移
転
し
、
霞
ヶ

浦
海
軍
航
空
隊
と
な
っ
た
。
以
来
霞
ヶ
浦
海

軍
航
空
隊
は
わ
が
国
海
軍
の
航
空
機
搭
乗
、

整
備
要
員
養
成
の
中
心
機
関
に
な
っ
た
。
同

隊（
の
ち
の
予
科
練
も
含
む
）に
パ
イ
ロ
ッ
ト

養
成
用
に
配
備
さ
れ
た
主
な
機
種
は
、
当
初

は
イ
ギ
リ
ス
製
水
上
・
陸
上
飛
行
機
で
あ
っ

た
が
、
昭
和
に
な
る
と
改
良
し
て
国
産
さ

れ
た
愛
称『
赤
と
ん
ぼ
』
の
九
三
式
中
間
練

習
機
、
同
12
年
に
新
た
に
開
発
さ
れ
た
略
称

『
零ぜ

ろ
せ
ん戦

』
の
零
式
練
習
戦
闘
機
一
一
型
な
ど

だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
海
軍
は
大
正
７
年（
１
９
１
８
年
）

に
飛
行
船
を
新
た
な
戦
略
偵
察
兵
器
と
し

て
導
入
を
図
り
、
横
須
賀
の
航
空
隊
支
隊
内

に
飛
行
船
隊（
当
初
は
地
球
隊
）が
設
置
さ
れ

た
。
阿
見
町
刊『
阿
見
と
予
科
練
』な
ど
に
よ

れ
ば
、
同
12
年
に
そ
の
本
部
お
よ
び
兵
舎
が

霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の
一
角
に
移
設
さ
れ
、

ド
イ
ツ
か
ら
戦
争
賠
償
物
件
と
し
て
押
収
し

て
き
た
飛
行
船
格
納
庫
も
移
築
さ
れ
た
。
同

隊
に
は
練
習
用
の
ア
ス
ト
ラ
、
Ｓ
Ｓ
２
号
、

Ｓ
Ｓ
３
号
の
飛
行
船
が
各
数
機
常
時
配
備
さ

れ
て
い
て
、
小
川
芋
銭
は
度
々
こ
れ
ら
の
飛

行
船
が
牛
久
沼
畔
上
空
を
飛
行
す
る
の
を
眺

め
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
第
一
次
世
界
大
戦
で
、
ロ
ン
ド

ン
市
民
は
毎
夜
、
音
も
な
く
静
か
に
忍
び

寄
る
大
飛
行
船
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
爵
号
の
恐

怖
に
お
の
の
か
さ
れ
た
。
そ
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ

ン
伯
爵
号
が
世
界
一
周
の
た
め
、
昭
和
４
年

（
１
９
２
９
年
）８
月
15
日
に
ド
イ
ツ
の
飛
行

船
基
地
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
を

飛
び
立
っ
た
。
同
月
29
日
の
午
後
４
時
20
分
、

西
陽
に
巨
大
な
銀
色
を
輝
か
せ
な
が
ら
霞
ヶ

浦
の
３
０
０
ｍ
上
空
に
姿
を
み
せ
、
東
京
・

横
浜
上
空
を
表
敬
飛
行
後
の
午
後
６
時
27
分

に
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
飛
行
船
隊
滑
走
路
に

着
陸
し
た
。

　

小
川
芋
銭
俳
句
集
に
よ
れ
ば
、

　
　

椎
の
上
を
飛
行
船
な
ど
夏
の
雲

と
、
芋
銭
は
牛
久
沼
畔
の
椎
の
木
の
上
空
を

飛
行
す
る
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
爵
号
を
詠
ん
だ
。

　

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
爵
号
と
は
、
ド
イ
ツ
陸

軍
の
中
将
で
退た

い
え
き役

し
た
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
爵

が
私
財
を
投
げ
う
っ
て
新
た
に
開
発
製
造
し

た
飛
行
船
。
全
長
が
２
３
５
・
５
ｍ
、
最
大

直
径
30
・
５
ｍ
、
最
大
速
度
時
速
１
１
７
㎞

の
超
大
型
飛
行
船（
当
初
の
飛
行
船
は
全
長

１
２
８
ｍ
、
直
径
12
ｍ
程
度
）で
、
搭
乗
員
は

船
長
格
の
司
令

フ
ー
ゴ
ー
・
エ
ッ

ケ
ナ
博
士
以
下
、

41
名
。
歓
迎
会

に
は
幣し

で
は
ら原

外
相
、

宇う

が

き垣
陸
相
な
ど

政
府
高
官
が
来

隊
し
た
。
一
方
、

上
野―

東
京
間

に
は
臨
時
列
車

が

出

て
、

約

40
万
の
見
物
人

が
訪
れ
た
。

水
戸
上
空
を
飛
行
中
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
爵
号

『
茨
城
県
議
会
１
０
０
年
写
真
集
郷
土
百
年
』よ
り

転
載
。
茨
城
県
議
会
発
行

押
収
格
納
庫
か
ら
出
る
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
爵
号

『
阿
見
と
予
科
練
』よ
り
転
載
。
阿
見
町
発
行




